
資料２ 

 

京都府議会の議員の定数並びに選挙区及び 

  各選挙区の議員の定数に関する検討の視点（案） 

 

 

令和２年国勢調査結果（人口）に基づく京都府議会議員の選挙区・定

数の現状等を踏まえ、以下の視点に基づき点検・検討を進める。 

 

 

【検討の視点】 

 

１ 議員の総定数について（現行６０ 人） 

  総人口：H27国勢調査 261万人 → R2国勢調査 258万人 

 

２ 選挙区の区割りについて（現行２５選挙区） 

 

 

３ 選挙区ごとの議員の定数について 

   

 

４ 「一票の較差」について 

  最大較差：H27国勢調査 1.76倍 → R2国勢調査 1.90倍 

 

５ 「逆転選挙区」について 

  H27国勢調査 ２通り → R2国勢調査 ３通り 

 

６ その他 


